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In this challenge, we develop and distribute an integrated environment to flexibly combine multiple text mining
techniques. Text mining techniques include numerous tasks such as salient sentence extraction, keyword extraction,
topic extraction, textual coherence evaluation, multi-document summarization, and text clustering. Although tools
that individually perform one or more of the above-mentioned tasks exist, it is difficult to integrate and activate
multiple tools for a particular task. We attempt to provide the flexibility to integrate numerous tools that exist in
the community in our proposed text mining environment. Users can use a customized version of the proposed text
mining environment for their specific tasks, thereby concentrating solely on their creative work.

1. はじめに

本チャレンジ (TETDM，テトディーエム) ∗1では，複数の
テキストマイニング技術を柔軟に組み合わせて使える統合環境
を構築し，電子テキストを扱う多くのユーザの，創造的活動を
支援するツールの提供を目指す．
テキストマイニングと呼ばれる研究には，「重要文抽出」「キー

ワード抽出」「トピック抽出」「テキストの一貫性評価」「複数
文書要約」「テキストクラスタリング」などさまざまな課題が
あり，すでに多くの研究成果も世の中で発表されてきている．
しかし，それぞれの技術を利用するためのシステムやツール
は，各研究者が独自に構築することが多く，また論文用の試験
的なシステムとなっていたりするため，実際に世の中で使われ
る技術はごく一部に限られてしまっている．
そこで，既存また将来の研究成果によるテキストマイニン

グ技術を，１つのシステム内のモジュールとして扱うことがで
き，ユーザの選択したすべてのモジュールを連動して動作させ
られる環境を構築し，それを無償ツールとして公開することを
目指す．これにより，以下の効果が見込まれる．

• 複数の技術を用いたいユーザの環境が整えられ，ニーズ
に応じたモジュールを選択した上で，分析作業に集中す
ることができる．

• 試験的なものを含む多くのシステムやツールが集められ
るため，多くの技術の実用化や再利用が見込まれる ．
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また，テキストマイニング技術を開発する研究者の利点と
して，新しい技術の開発を促進できる次の効果が見込まれる．

• 関連技術を容易に収集することができ，開発技術と関連
技術との比較検討や機能拡張が容易になる．

• 各研究者が研究成果を一つのモジュールとして配付する
ことを意識できるため，研究の高いモチベーションの維
持につながる．

2. TETDMチャレンジの課題と計画

TETDMでは，複数のテキストマイニング技術を柔軟に組
み合わせて使える統合環境を構築し，作成した環境，および環
境内で選択的に使用できるモジュールをダウンロードできる
Webサイトを立ち上げることを目指す．以下で，TETDMで
チャレンジする課題と，達成に向けての計画について述べる．

2.1 チャレンジ１：幅広い利用者と開発者の参入
ユーザと開発者の，利用と開発のしきいを可能な限り下げ

て，幅広い利用を見込める環境を構築する．具体的な数値目標
として，100万人のユーザと，1000以上のモジュールが集め
られる環境を想定する．
これを達成するための必要条件として，ユーザ側の条件と

しては，ユーザが平易に使用できることと，また卑近なニーズ
に答えられることなどが挙げられ，開発者側の条件としては，
客観的に効果が確認されていない手法，試験的な手法など完成
度に依存しないモジュールが収集できることが挙げられる．
これらを踏まえて，チャレンジ１に向けた課題として以下の

ものが挙げられる．

1



The 25th Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2011

図 1: 統合環境構成図

a) ユーザの卑近なニーズに応えられること（レポートやメー
ルなど自分の文章や，口コミ，ブログなど他人の文章を
チェックできる）

b) ユーザの多様なニーズに応えられること（モジュールの
種類が豊富で充実している）

c) ユーザが使用する際の手間が少ないこと（簡易で直感的
な操作方法）

d) ユーザの興味を引けること（直感的な面白さを備え，好
印象の噂が広がるようにする）

e) モジュール作成のしきいが低いこと（仕様の理解と作成
が容易）

f) モジュール作成のための支援環境が整えられること（既
存モジュールの拡張や再利用が容易）

g) モジュール公開のしきいが低いこと（バグの不安やメン
テの責任，クオリティの低さに対する懸念など精神面で
の障壁の排除）

h) モジュールの積極的な利用が見込まれること（多くの潜
在的なユーザがいること）

2.2 チャレンジ２：モジュール間での相互インタラク
ションの実現

図 1 の統合環境構成図に示すように，複数のテキストマイ
ニング処理モジュールによる出力結果を，複数の可視化インタ
フェースモジュール上に同時に表示して，並列に並べて比較で
きるようにする．
特に可視化インタフェースモジュールは，出力インタフェー

スになると同時に，自モジュールや，他のモジュールへの入
力インタフェースとしても機能させる（図 2）．単純に，入力
テキストの変更により，各モジュールで再度処理を行った結果
を表示させる機能（図 2 の 1.）に加えて，ある可視化インタ
フェースモジュールにおいて，「マウスによって選択されてい
るデータが，他のモジュールのどこに出力されているかを，自
動的に明示」したり，「他のテキストマイニング処理の実行と
結果の表示」を相互に可能にする（図 2の 2.）．
すなわち，チャレンジ２に向けた課題として以下のものが挙

げられる．

a) 他のモジュールで選択されているデータに対応するデー
タを捉えるために，モジュール間で共通のデータ構造に
基づく連動の仕組みを用意すること

図 2: モジュール間相互インタラクション

b) 他のモジュールを操作するために，他に存在するモジュー
ルの情報を共有するためのデータ構造を用意すること

2.3 チャレンジ３：知識創発のための基盤環境の構築
複数のモジュールを併用して，試行錯誤による結果の分析を

行える環境の中で，当たり前の結果だけではなく，頻度が低く
ても価値の高いデータ，パターンや知識を発見できる環境を構
築する．
すなわち，チャレンジ３に向けた課題として以下のものが挙

げられる．

a) 精度や信頼度に依存しない多様なテキストマイニングモ
ジュールが集められること

b) さまざまな角度からの分析が行える多様な可視化インタ
フェースモジュールが集められること

c) 可視化インタフェースモジュールにおいて，直感的にデー
タ間の関係を捉えられ，分析作業に没入できること

この a)と b)は主にチャレンジ１の，c)は主にチャレンジ
２の達成が必要条件となり，それぞれ技術的な側面もさること
ながら，ユーザや開発者の精神面においても，利用や開発をサ
ポートする環境づくりが望まれる．

2.4 TETDMチャレンジの計画
TETDMチャレンジの 5年間の計画を以下に示す．
１年目：統合環境の仕様の策定
２年目：モジュールの基本仕様の策定
３年目：モジュール間インタラクションの仕様の策定
　　　　ダウンロードサイトの立ち上げ
４年目：モジュール開発者支援
５年目：知識創発に向けた利用者支援
以下で，各計画の詳細について述べる．

2.4.1 １年目：統合環境の仕様の策定
図 1の「統合環境インタフェース」部分の仕様を策定する．

すなわち，利用可能なモジュール群の中から，選択的にモジュー
ルを選んで利用できる枠組み，また，入力されたテキストデー
タを保持するためのデータ構造を定める．データ構造は，多く
のモジュールが利用する可能性の高いデータ（テキスト内の単
語の出現情報，品詞情報や頻度情報など）についての情報もも
つことを想定しており，図 1の「基本テキスト処理部」におい
て，それらのデータを作成する．これは主に，チャレンジ１の
c)に関係する．
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図 3: サンプル環境画面

2.4.2 ２年目：モジュールの基本仕様の策定
モジュール間のインタラクション部分を除いた仕様を決定

する．各モジュールの入出力に関わる仕様，ならびに複数のモ
ジュールを並列に動作させるにあたって，統合環境とモジュー
ル間でデータの受け渡しを行うためのインタフェース（データ
構造や関数）を定義する．この仕様の策定は，チャレンジ１の
a)，b)，e)と主に関わっており，ユーザのニーズや開発のしや
すさに応じた仕様を策定する必要がある．
2.4.3 ３年目：モジュール間インタラクションの仕様の策定
統合環境内で利用される各モジュールは，それぞれが独立

に動作するだけでなく，あるモジュール内での操作が，他のモ
ジュールにも反映される仕組みを導入する（チャレンジ２）．
そのため，各モジュールが他のモジュールにアクセスするため
の方法と枠組みを策定する．この仕組みが実現されることは，
チャレンジ１の d)や，チャレンジ３の b)と c)にも関わる．
2.4.4 ３年目：ダウンロードサイトの立ち上げ
統合環境と各種モジュールをダウンロードできるサイトを立

ち上げる．Webサーバに環境とモジュールのアプリケーショ
ンを置き，ダウンロード環境を構築する．また研究者が，各自
が作成したモジュールをアップロードできる CGIを実装する．
これは，チャレンジ１の h) や，チャレンジ３の a)，b) に関
わる．
2.4.5 ４年目：モジュール開発者支援
モジュール開発者支援として，チャレンジ１の f)，g)，なら

びにチャレンジ３の a)，b)に関わる支援の枠組みを検討する．
すなわち，モジュールを容易に作成できるように，サンプルモ
ジュールを充実させたり，既存のモジュールの再利用を促す環
境を構築する．また，モジュールの公開に当たって，開発者が
その内容についてのクレームや，保守の責任などの懸念が発
生しないような枠組み，（例えば匿名の開発者を許すことなど）
を検討し，積極的なモジュールの公開を促す．
2.4.6 ５年目：知識創発に向けた利用者支援
知識創発に向けた利用者支援として，チャレンジ１の a)，b)，

d)，ならびに，チャレンジ３の c)に関わる支援を行う．すな
わち，情報推薦の既存技術を応用するなどにより，ユーザの多
様なニーズを満たすモジュールをスムーズに選択できる枠組み

の検討，ならびに，効果的な使用例と使用結果などのサンプル
を積極的に公開する．

3. テキストデータ分析のための統合環境

図 3 に現在策定中のサンプル環境∗2を示す．環境はすべて
Java言語で記述されている．ユーザは任意の数のパネルを横
に並列に並べることができる．画面下部のボタンで，各パネル
で用いる「テキストマイニングモジュール」と「可視化インタ
フェースモジュール」をそれぞれ選択してセットすると，それ
ぞれの処理結果が表示される．必要に応じて，各テキストマイ
ニング処理を行うボタンを押すとその処理結果により，表示が
更新される．
現在はこの環境並びにモジュールの仕様を策定しており，仕

様の策定とモジュールの試作の繰り返し，汎用性並びに使い勝
手の面で，多くに人に利用してもらえるよう調整を行ってい
る．現試作段階では，モジュールの追加と削除は，各モジュー
ルのファイルを指定するフォルダに追加，削除することで行う
ことができる．
モジュールは，テキストマイニングに関わるモジュールでな

くても追加が可能であり，情報アクセスに関わるモジュールと
の連携により，インターネットにアクセスして得られたテキス
ト集合をそのまま環境の入力テキストデータとして用いる連携
や，学習支援モジュール等との連携により，学習結果のテキス
トデータを即座に分析して，得意／不得意分野の傾向を知るな
ど，幅広い分野間での連携も視野に入れている．
特に多くのユーザの利用が見込まれる卑近な使用例として

は，メールの作成支援として，自分の作成したメールの誤字
や脱字，敬語のチェック，読んだ人が受ける感情の推定結果な
どを表示することや，Webページ検索の結果のテキスト集合
や，興味あるブログやつぶやき [twitter]のテキスト集合から，
キーワードや関連語情報，分類結果と各分類の要約を提供する
ことなどによる，情報へのアクセス支援と，新たな興味への発
想の手がかりを提供することが考えられる．

∗2 環境の試用や，モジュールの作成を試されたい方は，TETDMホー
ムページ (P.1 脚注 1 に記載) から，ダウンロードおよびモジュー
ルの作成方法を参照してください．
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4. TETDMチャレンジの位置づけ

本章では，関連する技術との比較から TETDMの位置づけ
を明確にする．

4.1 商用テキストマイニングソフトウェア
DIAMining，Text Mining Studio，TRUE TELLER，Text

Mining for Clementine など [DIAMining, Mining Studio,

TELLER, Clementine]．はいずれも商用のソフトウェアとし
て，確立された技術をもとにした信頼度の高いマイニング結
果を出力する．しかし信頼度が高い結果は，既知の一般的知識
を多く含み，発見的な知識を得ることは難しい．また有償のソ
フトウェアであるため，誰もが気軽に用いることはできない．
TETDMでは，必ずしも信頼度が高くないが何らかの特徴が
あり，応用の可能性を秘めたデータを，多様なモジュールの組
合せとデータとのインタラクションを通じて発見できる環境の
構築を目指す．

4.2 テキストマイニングの統合環境
テキストマイニングのための統合的ツール GATE [GATE]

は，研究の実用化のためのベンチマークテストデータの設定な
ど，研究の再利用を意識し，専属の開発チームによるリリース
が行われているが，精度が重視されるモジュール構成で，多様
なモジュールを集められる枠組みにはなっていない．
ユーザとシステム間のインタラクションを想定した統合環境

に LanguageWare [Language]がある．入力テキストの言語の
推定，単語の抽出，品詞の推定，単語の正規化，固有表現抽出な
どのテキスト分析を行うことができる．また，UIMA（Unstruc-

tured Information Management Architecture）[Ferrucci 04]

と呼ばれる基準に基づいてコンポーネントを作成しているた
め，この基準に基づく他のコンポーネントとの組合せも可能と
なっている．LanguageWare は，主にビジネスの現場にいる
人をユーザとして想定しており，利用にはテキストマイニング
の知識や経験が求められる．本チャレンジでは，学生や主婦な
ど，PCは利用するがテキストマイニングという言葉を知らな
いユーザも想定しており，単純かつ直感的に用いられ，利用価
値がある環境の構築を目指す．
種々の言語のデータを，さまざまなモジュールで扱えるよ

うにするためのミドルウェアアーキテクチャとして，Heart of

Gold [Heart]がある．コーパスへの自動かつ多次元のアノテー
ション，XMLベースでのモジュール同士の結合などを行える．
これは主に，言語データの中から共通パターンを見つけ出すこ
となどを念頭においているが，本チャレンジでは希少価値のあ
るパターンを発見できる環境づくりを目指す．

U-Compare[狩野 08]は処理の実行順序がプログラマブルで，
相互依存するコンポーネント（モジュール）を入出力定義によ
り自動的に組み合わせられる．また，UIMAにも準拠してい
る．U-Compareにおいても複数コンポーネントの結果を視覚
化して同時に並列表示するが，本研究では，複数の可視化モ
ジュール間でのインタラクションを可能にし，ユーザの集中的
な試行錯誤を促せる環境の構築を目指す．
既存のテキストマイニングシステムにおいては，信頼度の高

いモジュールが多く，ヒューリスティックな手法（発見的手法）
や思いつきによるアドホックな手法に基づくモジュールが比較
的少ない．客観的な評価を得たシステムをモジュールとして収
集することはもちろん望ましいが，モジュール作成のしきいも
大きく上がるため，モジュール収集の範囲が狭まったり，新技
術の速報性にも欠ける可能性がある．本チャレンジでは，信頼
性のしきい値を下げることによって，多様な技術のモジュール

を集められる枠組みを構築し，ユーザの思考を活性化し，新た
な知識の発見を促せる環境づくりを目指す．

5. 結論

TETDMチャレンジでは，複数のテキストマイニング技術
を柔軟に組み合わせて使える環境を構築し，それらを広く提供
することを目指している．本環境により，複数の技術を用いた
いユーザの環境が整えられ，ニーズに応じたモジュールを選択
し，集中的して作業を行えること，またテキストマイニング技
術の開発に際して，他の技術との連携を意識しつつ本環境に統
合することで，多くの研究が認知，実用化されること，が期待
できる．

TETDMチャレンジが目指す環境は，単なるツールの一つ
として利用されるだけではなく，さまざまなモジュールの組合
せをもとに，多くの人の利用方法や利用欲求に関わる創造力を
駆り立て，開発者と利用者の双方が意欲的に活動できる大きな
コミュニティが形成されることを期待している．
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